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サントリー労働組合のツアーでは参加者が天秤棒での水汲みに挑戦。
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■会員の輪をひろげよう！

緑の地球ネットワーク会費（年額）
一般会員　　　　　　　　　   12,000 円
家族会員（同居の家族 2 人目から）
　　　　　　　　　　　　　　6,000 円
学生会員　　　　　　　　　　3,000 円
ジュニア会員（中学生以下）    1,000 円
団体会員  　　　　　　　　　12,000 円
賛助会員　　　　　　　　　100,000 円
※会費は会報購読料を含んでいます。
■会報を購読してください！

　GEN の活動に関心はあるけれど会員
になるのはちょっと、という方は、会
報『緑の地球』を購読してみませんか。
年間購読料 2,000 円。
■緑化基金、運営カンパもとむ

　金額は自由です。GEN への寄付は、
寄付控除の対象となります。また、緑
化基金、運営カンパの別を問わない使
途自由のご寄付も受け付けます。その
場合、必要に応じて使わせていただき
ます。

＊緑化基金の 20％は事務管理費になり
ます。
■絵はがき『黄土高原の花』

8 枚組・300 円（送料別途。5 セット以
上送料無料）
■書き損じはがきを集めています

　書き損じはがき、古い未使用のはが
きを集めています。通信費にあてます。
■未使用切手・古切手を集めています

　普通切手、記念切手、外国切手なん
でも OK。周囲を 1cm ほど残して切り
取ってお送りください。
■ボランティア募集

　会報発送や事務所の手伝いなどのボ
ランティアを随時募集しています。ボ
ランティア可能な曜日、時間帯をご連
絡ください。来ていただきたいときに
GEN 事務所から連絡します。
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　

【GENへの寄付は税制上の優遇措置を受

けられます】

　緑の地球ネットワークは所轄庁（大

阪市）に認定された認定 NPO 法人です。
（期限は 2019 年 4 月 8 日まで）。
　GEN への寄付は、所得控除あるいは
税額控除を受けられます。対象となる
のは 2,000 円を超える寄付金で、確定
申告が必要です。
　企業（法人）からの寄付金は、一般
寄付金の損金算入限度額とは別枠の損
金算入限度額が認められています。
　また個人が相続または遺贈により取
得した財産を、相続税の申告期限以前
に認定 NPO 法人に寄付すると、相続税
の課税対象から除外されます。
　GEN の場合寄付金となるのは、緑化
基金、運営カンパ、おまかせカンパと
会費のうち 1 口を超える部分、賛助会
費から 12,000 円をひいた金額です。
　また、大阪府民、市民のかたは大阪
府と大阪市の個人住民税控除を受ける
ことができます。くわしくは GEN まで
お問い合わせください。

いますぐできるＧＥＮへの協力

　GEN は今年で活動 25 周年をむかえ
ます。たくさんの人に支えられ、長き
にわたり活動を続けてこられたことに
感謝いたします。
　決して平坦な道ではありませんでし
たが、大同の人たちと協力してさまざ
まな困難を乗り越え、緑化をすすめて
きました。そのことで双方の理解がす
すみ、絆を深めることができたと思い
ます。
　スタートから 25 年、中国は大きく
変貌を遂げました。日本との関係もだ
いぶ様変わりし、従来どおりの活動を
続けることが困難になってきています。
　 　日本国内であらたな動きもありま
す。2015 年から津波被災地の海岸林再
生事業をスタートし、復興植樹祭に参
加しました。関東ブランチでは西伊豆
に国際ボランティア学生協会（IVUSA）
の学生が 100 名規模で参加して黄金崎
のマツ再生プロジェクトに参加するな
ど活発な活動を展開しています。
　今回の総会は、前半は講演ではな
くシンポジウム形式でおこないます。
GEN のこれまでの活動を振り返るとと
もに、この経験をどう生かしていくか、

今後の活動のありかた、可能性などに
ついて話し合う場にしたいと思います。
　活動が大きな曲がり角を迎えるこの
時期、総会はみなさんの忌憚ない意見
を交換できる場ですので、ぜひご参加
いただくようお願いいたします。
　会員のみなさんには後日資料をお送
りします。
【緑の地球ネットワーク

第22回総会】

○日時：6 月 11 日（土）13 時 30 分～
16 時 40 分

○シンポジウム：13 時 30 分～ 15 時
『GEN のこれまでの 25 年と今後』

◇パネリスト：前中久行（GEN 代表）、
高見邦雄（GEN 副代表）、東川貴子

（GEN 事務局長）
○会員総会：15 時 20 分～ 16 時 40 分
○場所：大阪市立西区民センター第

4 会議室（大阪市西区北堀江 4-2-7 
tel.06-6531-1400　地下鉄千日前線・
長堀鶴見緑地線「西長堀」駅からすぐ）
＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
【会員総会後の懇親会のお知らせ】

◆会場：台湾料理　味軒　阿波座店
◆時間：17 時～ 19 時まで

バブルが弾けたおかげで出来た（？）
19 番目の府立公園、泉佐野丘陵緑地。
地域や各種団体との縁を育てながらの
活動の一環である「郷の棚田プログラ
ム」に今年度から GEN も応募しての活
動に初めて参加しました。

場所は阪和自動車道、泉佐野イン
ターの南に広がる一帯、すぐそばを関
空への連絡道路が伸び関空も見通せる
丘陵地にありました。

管理事務所で公園の概要説明を職員
の島さんから受けたあと、公園の一角
にある郷の棚田 9 枚のうち、下から 4
枚目の畑（120 ㎡か？）に移動して作業
開始。圃場は公園事務所によってすで
にあらかた整備されている状態にあり
ました。すでに仮植えしてある黄花菜

を株分けして植え付け、また、高見さ
んが持ってきた野生のニラとミョウガ
の植え付け、コットンやオシロイバナ、
タチアオイの種まきなど、1 時間ほど作
業をしました。

終わってみるとそれなり
に手を加えた棚田らしく仕上
がっており、これからの成長
のたびごとの様子が楽しみに
なりました。

植え付けられてまだ日が浅
い芝生広場でめいめい昼食を
とったあと、まだ一部工事中
の園内を前中代表の案内で小
一時間巡りました。季節にな
れば、ササユリやホタルも見
られるとか。大阪南部の地域を

活かした特色ある公園づくりを進めて
いただきたいと思いました。

当初予想されていた雨にもあわず、
作業にも汗ばむことなく快適な花曇り
の一日でした。

緑の地球ネットワーク

第 22 回総会のお知らせ

成長がたのしみな郷の棚田
細野　圭一（GEN 会員）

　4月3日、GEN自然と親しむ会「泉佐野丘陵緑地で郷の棚田活動　懐かしい作物や

花などを植えて楽しむ」をおこない、16名が参加しました。黄花菜などの栽植のあと、

自然観察を楽しみました。

報
告

雨に降られずに植え終えることができました

中国緑化交流表彰を受けました

GEN25 周年

イベントを

北京で開催します

　4 月 5 日、東京の駐日中国大使館
で中国緑化交流表彰式がおこなわれ
ました。
　1986 年から南京で植樹と手入れを
続けてきた南京大虐殺被害者追悼献
植訪中団をはじめ、田主丸町緑の応
援団、イオン環境財団、世界の砂漠
を緑で包む会、日中友好技術人材交
流協会、日中友好 21 の会、内モンゴ
ル緑化の会、西日本新聞ハチドリ隊、
公益財団法人あすて、緑の地球ネッ
トワークの 10 団体が、長年中国の緑

化植樹事業に携わってきたとして表彰
されました。各団体の関係者など約 120
人が出席しました。
　表彰式で程永華大使は中国の緑化の
歴史と現状、日本との関わりについて
話され、ご自身が訪れたことがある大
同での経験を紹介されました。日中
戦争の被害が大きかった大同の農村で、
村長が高見さんのことを親しげに「老
高」と呼ぶのを聞いて、民間の緑化協
力が相互理解と友好的感情を深めてき
たと感じられたそうです。 表彰式で挨拶する高見副代表

　緑の地球ネットワーク 25 周年を記
念して北京でイベントをおこないます。
スタートから 4 半世紀にわたる黄土高
原での緑化活動を振り返り、日中で協
力して緑化に取り組んだ軌跡をたどる
とともに、今後の活動への弾みにつな
げていきたいと思います。
　日程は 8 月 31 日（水）です。北京在
住のかたはもちろん、その他の地域か
らも参加をお待ちしています。
　スタディツアーの日程に組み込まれ
ていますので、ツアー参加者は北京で
のイベントに参加できます。参加をご
希望のかたは GEN 事務所までご連絡く
ださい。

　表彰された 10 団体以外にも、日
本で中国の緑化に関わっている民間
団体はたくさんあり、中国大使館は
今後も関係団体と連絡をとりながら、
緑化協力事業をさらに推進したいと
いうことでした。（東川）

◆参加費：3,200 円
◆申込み：6 月 8 日（水）までに GEN

まで。会員以外も参加できますので
お気軽にご参加ください。
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円　 ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円

2016.5

昨年に引き続き、サントリー労働組
合として 2016 年 4 月 18 日～ 20 日、黄
土高原ワーキングセミナーに参加しま
した。

遠く離れた大同の地で、実際に体感
することでしか知ることができない、
多くの気づき・学びを得られる貴重な
セミナーとなりました。
　初日は「緑の地球環境センター」に
て施設の見学と植樹活動をおこないま
した。その後、カササギの森の見学に
いきました。

　「緑の地球環境センター」
では、高見先生にこれまでの
取り組みを説明していただく
とともに、人生で初めての植
樹を体験しました。実際に植
樹をしてみることで、高見先
生をはじめ GEN さんのゼロ
から始めた緑化への取り組み
の、想像を絶するのであろう
苦労と多大なる功績を感じと
ることができました。

　また、「カササギの森」では、過去こ
のワーキングセミナーに参加した我わ
れサントリー労働組合の諸先輩が植樹
した場所も見学し、数メートルに成長
し力強く立派に育った木々を前に感動
を覚えると共に、継続することの大切
さを学びました。

翌日は天鎮県に移動して、アンズの
木の植樹に携わりました。中国の新聞
社の方々も取材に来ており、緑化への
取り組みの注目度の高さを感じました。
その後、地元の小学校を訪問して交流

の機会を頂きました。まず小学生から
学年毎に、歌などの歓迎のだしものを
披露してくれました。私たちからもお
返しとして、一緒に踊れるダンスをレ
クチャーしながら最後は子供たちと一
体になってダンスを踊りました。一緒
に交流するなかで、子供たちのキラキ
ラした目の輝きに心を奪われるととも
に、何かこの子供たちの力になれるこ
とはないかと、「今、そしてこれから私
たちにできること」を考えさせられる
きっかけとなりました。
　今回黄土高原ワーキングセミナーに
参加してみて、まずは GEN さんの 25
年に渡る活動の成果を体感することが
でき、またほんの僅かではありますが、
その活動に携われたことを誇りに思い

ます。また、植樹や小学校訪
問等を通じて、日本から来た
見ず知らずの私たちを親身
に迎え入れて頂いた現地の
方々との国境を越えた交流
は何にも代えがたい経験と
なり、これまでの価値観を揺
さぶられるものでした。
　今回の気づき・学びと出会
いをこれからも大切にして、
明日の自分に繋げていきた
いと思います。あらためて
今回のセミナーでお世話に
なった皆さまに感謝申し上
げます。

価値観を揺さぶる体験
宮地　邦彦さん（サントリー労働組合）

 小松樹　快長大
（早く大きくなーれ！小さな松よ）

李　建華さん（北京同心社文化有限公司）

交流した天鎮県の子供たちと一緒に記念撮影

新華社のビデオ取材を受けました

～ 2016　春の大同～

2016年の春、GENのワーキングツアーは催行できませんでしたが、サントリー労働組合（7名）、長春外国語学校第63届小学

校日本語班の同窓会（9名）が大同を訪れました。植樹に汗を流すほか、小学校での子供たちとの交流を深めました。参加者か

らの報告を掲載します。 　中国の黄土高原緑化協力事業に今日
まで 25 年も献身的に取り組んできた緑
の地球ネットワーク・高見邦雄さんら
の活動に共鳴し、長春外国語学校小学
日本語班のわがクラスメート一同は心
ばかりの協力金を寄付しながら、2006
年から 5 年ごとに自弁で大同まで出か
け樹を植えつづけた。
　一回目は 2006 年の GW 休暇を利用
して、天命を知る年になった一行 13 人
は 2001 年に実験林場としてスタート
した「カササギの森」に、汗を流しな
がら二百数十本の松の苗を植えた。の
ち中国駐日大使になった程永華さんは

「顔が汗と埃にまみれながらも、心で少
しは環境保全の力添えになったと満足
感を覚えている」と本誌に寄せた『有

意義なメーデー』（『緑の地球』2006 年
7 月号に寄稿してくださいました）に、
こう感想を述べた。同じ大地に汗を流
したこの感慨が奇しくも、10 年後に緑
の地球ネットワークへの中国緑化交流
表彰授与に結実した。
　二回目は 2011 年に 11 人の構成。ちょ
うど新しい拠点「緑の地球環境セン
ター」への移転統合にあたる超多忙の
時期にぶつかった。数万本もある苗、
なかには樹高 1 ｍ以上の苗だけでも 2
万本を、限られた移植の適期に移植す
ることで大変だったが、それに巻き込
まれて半日働いただけにもかかわらず、
疲れに疲れた。でも 5 年前に「カササ
ギの森」に植えたマツの苗が 50 ㎝、大

きいものは 1 ｍにも
なったその成長ぶりが
目に入るや、疲れはど
こかへ飛んでしまった。

「5 年後我われは還暦
になるが、緑いっぱい
に覆われる大地になれ
ば、これに勝る喜びは
なかろう」と、班長の
宮宏光さんが感概深げ
に述べた。
　そういわれた 5 年は
白駒過隙の如く、あっ
という間に還暦過ぎの今年 4 月になっ
て三回目。福州や長春からも参加者が
あって 9 人の構成だった。高見さんの
協力事業を成功に導いた大切な存在の

カウンターパート武春珍さん
をはじめ大同事務所の皆さん
に暖かく迎えられ、再会の喜
びを分かち合い話が弾んだ。
植樹は本格的にやってもらっ
ても無理という配慮から、緑
の地球環境センターで七・八
年育ちの苗十数本だけを移植
させてもらった。また、10
年前に植えた木に一刻も早く
会いたい気持ちを察知してく

れたようで、片付け終えてすぐカササ
ギの森に向わせてくれた。さすが武春
珍さんだ。
　しかし、「カサ
サギの森」に植え
たマツ苗の成長は
申し分なく立派な
ものだ！　なかに
は私たちより背が
高いマツもあった。
当時を振り返れば、
あんなちっちゃい
苗で、この荒涼た
る大地に、いつに
なったら大きくな
るか、気が遠くな

る思いだっただけに、高ぶる心を抑え
きれなかった。同じ気持ちからだろう
か、みんなが植樹記念碑を囲んで小学
生の時代に覚えた『小松樹』を合唱した。

小松樹快長大
緑樹葉新枝芽
陽光雨露哺育它
快快長大～　快快長大！

（日本語訳）
小さな松よ、早く大きくなーれ
緑の葉っぱに新しい若芽が
太陽と雨露を浴び育まれ
早く早く大きくなーれ！

　メロディにあわせて、眼前にある小
松樹はタイムマシンとなって 50 年前に
私たちを連れ戻し、同窓の連帯感がいっ
そう強いものになった。

2011年　カササギの森に高見さんを囲んで

2016年　ほら、松苗はこんなに大きくなった！

 2006年　カササギの森で松の苗を植える程永華さん（写真左）
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黄土高原史話<78>

花ひらく北魏の洛陽（下）
谷 口  義 介 （GEN 会員）

　GEN が gooddo（グッドゥ）に参加
しました。gooddo とは自分の応援した
い社会貢献団体を無料で支援できるク
リック募金のプラットホームです。
　gooddo のホームページから「応援す
る」というクリックをすると支援金が
届く仕組みですが、企業の広告協賛費
によって運営・支援金の支払いをおこ
なっているのでクリックした本人に支
援金の負担はありません。下記のリン
クから GEN のページにいき、クリック
するだけで支援金が届けられます。
　h t t p : / / g o o d d o . j p / g d / g r o u p /
gentree/? from=fbn0
　毎日、お手持ちの端末すべてから湾
クリック、ご協力をお願いします。
　Facebook をしているかたは投稿の

「シェア数× 10 円」も支援になります。
　また、楽天の買い物でも支援が届き
ます。

　このほど、大著『中国古代都城の設
計と思想』（勉誠出版）を上

じょうし
梓された佐

川英治氏は、GEN の会員。同書の参考
文献リストには、高見邦雄 GEN 副代表
の『ぼくらの村にアンズが実った』（日
本経済新聞社）の名もみえる。2002 年
春と 2005 年夏にワーキング・ツアー（現
スタディ・ツアー）にご参加。私も行っ
た 02 年春には、当時ご勤務の岡山大学
の女子学生 2 名を連れてみえた。今は
東京大学に移られたので、そのうち東
大生も。
　それはともかく、本書はタイトルに

『都城の設計と思想』とあるごとく、ハー
ド面・ソフト面から都市構造の特徴を
探ったもの。幸い本シリーズで前々回
より続けている北魏洛陽についての記
述もあるので、諸兄姉にはご参照のほ
どを。
　今回は、前回も引いた『洛陽伽藍記』
にもとづいて、都市生活の種々相を眺

めてみたい。
　まず、人口はいかほどだったか。
　　戸数は十万九千あった。
と。1 戸＝ 5 人と単純計算すれば、約
55 万人。これに皇族・貴族、軍隊、僧
侶などを加えると、「京

け い し
師」の人口は 70

万人ほどになる。
　これとは別に、西の郊外の融

ゆ う か く じ
覚寺

で は 1000 人 の 僧 が『 涅
ねはんきょう

槃 経 』 や
『華

けごんきょう
厳経』を学び、その近くの永明寺には、

　　百国の沙
しゃもん

門三千人がここにいた。
　また、南の郊外には、四方から来た
帰順者の住む「四

し い か ん
夷館」があり、帰化

を望む人々は「四夷里」内に住居を与
えられた。その数、「一万戸以上もあっ
た」。
　南郊には、また「四通市」と呼ばれ
る商業区もあった。江南地方からやっ
て来た 3000 余家が開いた市場で、彼ら
はすぐそばを流れる伊

い す い
水と洛

らくすい
水の漁業

権を認められていた。もともと魚をあ
まり食べない遊牧
系の北魏人も、洛
陽に来てからその
味を知り、そのた
め魚の値段が高騰、

都では「洛水
の鯉と伊水の
魴は、牛や羊
より上等」と
言われた。

　ちなみに、「四通
市」の人々は伊・
洛二水で水運業を
営む権利を認可さ
れ た が、 そ の か
わり水防の義務を
負っていた。
　洛陽経済の中心
は、西郊に設けら
れた「大

だ い し
市」だが、

そ の ま わ り に は、
あらゆる商品の製
造・販売を行ない、
肉屋も多い「通商
里」と「達

た つ か り
貨里」、

楽器製作の職人や歌舞に秀でた芸人が
住む「調音里」と「楽

がくりつり
律里」、葬儀屋が

集まる「慈
じ こ う り

孝里」「奉終里」、金融業者
の「阜

ふ ざ い り
財里」と「金

き ん し り
肆里」など、個性

的な区域が形成され、たいへん賑わった。
　なかでも、 「延

え ん こ り
酤里」「治

ちしょうり
觴里」には

酒造業者が軒を連ねた。そこに住む
劉
りゅうはくだ

白堕は名酒の産地「河東郡」（山西省）
の出身で、彼の醸

かも
す芳

ほうじゅん
醇な酒は、一度

飲めば一と月も醒めなかったという。
郡の高官が刺史となって地方へ出
る時、はるばるこれを贈り物と
して千里の遠くまで携えていっ
た。・・・永熙年間に南青州刺史
の毛

もうこうひん
鴻賓が酒を携えて赴任した時、

途中で盗賊に出会ったが、かれら
はその酒を飲んでたちまち酔っぱ
らい、みな捕えられてしまった。（以
上、入矢義高訳による）

　そのころ、ヤクザ渡世の諺にいう、「弓
も刀も恐

こわ
くはないが、劉白堕の造った

酒だけは恐
おそ

ろしい」と。

GEN 自然と親しむ会

初夏の多田銀山
ハイキング 助成金が

決まりました

　公益信託経団連自然保護基金の 2016
年度支援事業として緑の地球ネット
ワークの「多様性のある森林再生（南
天門自然植物園の建設と運営）」に
3,886,000 円の助成金が決まりました。
　イオン環境財団の 2015 年度第 25 回
環境活動助成に 150 万円の助成が決ま
りました。緑の地球環境センターの育
苗に役立てます。

　兵庫県の猪名川町にある多田銀山の
ハイキングを楽しみます。多田銀山は
豊臣秀吉の時代に鉱山開発で栄えまし
たが、現在は里山の森林がひろがるハ
イキングコースです。銀山の歴史を展
示する「悠久の館」や、採掘されるた
めに掘った穴（間歩）にも立ち入ります。
○日程：6 月 18 日（土）9 時 45 分～

15 時ごろ
○集合：9 時 45 分阪急電鉄「川西能勢口」

駅前バス停 4 番乗り場
○解散：能勢電鉄「日生中央」駅
○参加費 300 円（保険代を含む）※別

途バス代 480 円がかかります。
○定員：20 名程度
○持ち物：ハイキングできる服・靴、

弁当、飲みもの、敷物、帽子
○申込み：6 月 15 日（水）までに GEN

事務所へ

gooddoから

無料でGENを

応援できます

2016　黄土高原スタディツアー
8 月 26 日（金）～ 9月 1日（木）

　今春のツアーは残念ながらお申し込
みが最少催行人数を満たさず実施でき
ませんでした。リベンジの8月は、パワー
アップした内容でみなさんのご参加を
お待ちします。
　20 周年のときには、大同でにぎやか
に記念イベントをおこないました。し
かし、悪化した日中関係の影響を受け、

北京で同様のイベントをおこなうこと
ができませんでした。今年、25 年目を
迎え、今度こそはと北京で GEN を応援
してくれている人たちがシンポジウム
を企画してくれました。そのシンポジ
ウムに、ツアーの日程をあわせました。
　まずは南天門自然植物園で大きく
育った緑を確かめてください。その後、

村で植樹・交流、GEN の緑化協力
拠点や采涼山の地球環境林などの
ほか、かつての環境林センターで
ある南郊区の口泉植物園も訪れる
予定です。
　大同での日程を終了した後、北
京で記念シンポジウムに参加し、
一泊して帰国します。
　25 年の大同での緑化協力活動の

参加者
募集

集大成となる今回のツアー、ぜひご参
加ください。

【日程】8 月 26 日（金）～ 9 月 1 日（木）
6 泊 7 日

【訪問地】中国山西省大同市、北京市
【費用（予定）】195,000 円。学生割引 3

万円。※変更になる場合があります。
（国際航空運賃、空港使用料、航空保

険料、中国国内の交通費・食費・宿
泊費をふくむ。GEN 年会費〈一般
12,000 円、学生 3,000 円〉、旅券取得
費用、個人でかける旅行保険料、個
人行動時の費用はふくまない。）

※関西国際空港発着（CA 利用予定）。
東京発着便利用希望の方、北京／大
同で合流希望の方はご相談ください。

【定員】30 名程度
【最少催行人数】15 名
【申込締切】7 月 25 日（月）。先着順。

定員に達し次第締め切ります。
【添乗員】同行しません。関西空港から

GEN スタッフ 1 名が同行します。
【スケジュール（案）】
8 月 26 日　朝、関空発。北京着後、バ
スで大同へ。
27 日　南天門自然植物園で見学、作業
28 日　村で作業、交流
29 日　緑の地球環境センター、カササ
ギの森、采涼山など
30 日　雲崗石窟、万人坑、口泉植物園
など
31 日　北京で記念シンポジウムに参加
9 月 1 日　帰国
※関心のある方、参加ご希望の方は

GENまでご連絡ください。資料は（株）
マイチケットより発送します。
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＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。

　主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。

＊当欄に情報をお寄せください。本紙は奇数月15日ごろの発行で、締切は前月の末です。

　なお、紙面の都合により掲載できない場合があります。ご了承ください。

 

　廃材を使った工作、発電体験や夢の
自転車試乗会のブース、地場野菜即売
会など、環境についてたのしく学べます。
○日時：6 月 4 日（土）11 時～ 16 時
○会場：ATC ITM 棟セントラルアトリ

ウム（2 階）／おおさか ATC グリー
ンエコプラザ（11 階）

○内容：環境学習・体験ブース、おお
さかのマスコットキャラクター隊集
合、会場内スタンプラリー、ステー
ジイベント、電力自由化に関するセ
ミナーなど

○参加費：無料（一部有料ブースあり）
○主催：大阪府、大阪市、豊かな環境

づくり大阪府民会議、なにわエコ会議、
おおさか ATC グリーンエコプラザ

○問合せ：大阪府環境農林水産総務課
企画グループ　tel. 06-6210-9543

　GEN 事務局の河本です。4 月から復
職しました。約半年間休んでいた間の
埋め合わせをすべく、はりきって会報
づくりをしていきますので今後ともよ
ろしくお願いします。

おいしいたまねぎの
ご案内

　土佐の初夏の味、たまねぎはいかがです
か。残念ながら小夏はありません。楽しみ
にしていたかた、また来年におねがいしま
す。
◎おいしい玉葱（低農薬、有機肥料）
　白たまねぎ　　5kg　2,000 円
※送料別途　関東 860 円　関西 650 円
（20kg まで）

※売り上げの一部を GEN に寄付していた
だいています。ご注文の際は『GEN の
紹介』とひとことそえてください。

【注文先】田中農園　田中隆一さん
  〒 781-7412　高知県安芸郡東洋町河

内 203（tel./fax.0887-29-2500 e-mail 
tanakan3@cronos.ocn.ne.jp ）

万博記念公園

みんなで自然調べ隊！

　万博記念公園の昆虫や野鳥、植物に
ついて講師に学びながら観察・記録し、
自然環境づくりに生かします。
○日程：5 月 21 日「野鳥」／ 6 月 11 日「水

辺の生きもの」／ 7 月 23 日「チョウ・
トンボ」／ 10 月 18 日「キノコ」／
11 月 19 日「どんぐり・紅葉」／ 1
月 14 日「冬の野鳥①」／ 2 月 18 日「冬
の野鳥②」

○時間：10 時～ 12 時 30 分ごろ
○場所：万博記念公園内自然文化園・

日本庭園
○定員：20 名（先着順）
○参加費：各回大人 300 円・中学生以

下 100 円、別途入園料 250 円／回が
必要

○問合せ・主催・申込み：ハガキ、fax、
e-mail、電話で氏名、年齢、性別、住
所、電話番号、「万博係」を記載のうえ、
下記までご連絡ください。

　公益社団法人 大阪自然環境保全協会
〒 530-0041 大阪市北区天神橋 1-9-13

知ろう！学ぼう！

大阪南港エコフェスタ

ハイム天神橋 202   tel 06-6242-8720
　fax 06-6881-8103   e-mail office@
nature.or.jp

 編集後記
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